
町
長
室
へ

よ
う
こ
そ

茂
木　

祐
司

ご意見をお気軽におよせください。
メールアドレス moteki-y@town.miyota.nagano.jp町長直通

介
護
の
と
び
ら

問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
） （
31
）２
５
１
０

　
「
異
常
気
象
」が
、
当
た
り
前
に
感
じ
る
よ
う
な
最
近
の
天

気
で
す
。
台
風
も
、
頻
繁
に
日
本
列
島
に
襲
い
掛
か
っ
て
い

ま
す
。
幸
い
町
で
は
人
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
大
き
な
災
害

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ニ
ュ
ー
ス
の
映
像
を
見
て
い
る

と「
こ
れ
は
、
ひ
ど
い
！
」「
恐
ろ
し
い
！
」と
背
筋
が
寒
く

な
る
思
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

西
日
本
で
の「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」で
は
、
梅
雨
前
線
と

台
風
に
よ
っ
て
甚
大
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
犠
牲

者
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ
ま

に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
全
国
各
地
で「
災
害
」並
み
の
記
録
的
な
異

常
高
温
と
な
り
、
埼
玉
県
熊
谷
市
で
は
41
・
１
℃
と
い
う
、

国
内
で
の
観
測
史
上
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

町
で
も
、
今
年
度
は
８
月
末
ま
で
に
、
熱
中
症
の
疑
い
で

救
急
搬
送
さ
れ
た
方
が
10
名
い
ま
し
た
。
昨
年
の
同
時
期
が

３
名
で
し
た
か
ら
、
い
か
に
今
年
が
異
常
だ
っ
た
か
が
わ
か

り
ま
す
。

　

今
年
は
、
残
念
な
こ
と
に「
龍
神
ま
つ
り
」も
台
風
の
直
撃

に
よ
っ
て
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
過
去
の
中
止

は
２
回
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
準
備
さ
れ
て
き
た
関
係
者
の

皆
さ
ま
の
ご
苦
労
を
考
え
る
と
断
腸
の
思
い
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
実
行
委
員
会
の
役
員
会
で
の
協
議
の
結
果
、
全
員
一

致
で「
中
止
」の
判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
実
り
の
秋
を
迎
え
ま
す
。
町
と
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
協
力
し
て
災
害
に
対
す
る
備
え
を
整
え
る
と
と
も

に
、
平
穏
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
④

地
域
共
生
社
会
と
は
？

　

現
在
、
子
ど
も
関
係
の
相
談
、
障
が
い
者
関
係

の
相
談
、
高
齢
者
関
係
の
相
談
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の

窓
口
で
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が『
地
域
共
生
社
会
』で
す
。

ど
う
し
て
必
要
な
の
？

　

地
域
包
括
支
援
係
で
は
、
毎
月
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
た
り
、
地
域
支
え
合
い
推

進
会
議
に
参
加
し
た
り
し
、
地
域
の
課
題
や
社
会

資
源
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
家
族
の
抱
え
る
問
題
が
高
齢
者
に
関
わ

る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
課
題
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
子
ど
も
関
係
や
障

が
い
者
関
係
の
担
当
者
と
の
密
な
関
係
づ
く
り
が

必
要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

第
13
回　

10
月
12
日（
金
）

「
知
っ
て
お
け
ば
安
心『
在
宅
医
療
』に
つ
い
て
」

講
師　

御
代
田
中
央
記
念
病
院
内
科
医
師

 
 

加
藤
直
子 

氏

　
『
在
宅
医
療
』は
外
来
・
入
院
に
つ
ぐ
第
３
の
医
療
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
な

ど
、現
場
で
働
く
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
14
回　

10
月
19
日（
金
）

「
加
齢
に
よ
る
お
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
し
よ
う
」

講
師　

み
よ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

 

　

堀
口
哲
男 
氏

　

か
ゆ
み
な
ど
、
皮
膚
の
症
状

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の

方
へ
自
分
で
で
き
る
予
防
法
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
進
め
て
い
く
の
？

　

今
ま
で
は
高
齢
者
の
課
題
を
中
心
に
話
し
合
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
障
が
い
者
関
係
の

職
員
や
当
事
者
団
体
を
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
、
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
地

域
共
生
社
会
の
推
進
に
向
け
、
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

《
10
月
の
介
護
予
防
教
室
》

会議の様子

〜
地
域
共
生
社
会
の
推
進（
高
齢
者
以
外
の
包
括
支
援
体
制
整
備
）
〜
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（
広
告
欄
）

［記念式典］　午後1時30分～2時40分
　　　　　　群読・斉唱／坂の上小学校3年生
　　　　　　独唱／小諸高校教員
［記
（朗読）
念企画］　午後2時50分～3時35分

　　　　　　藤村詩／千曲川のスケッチ
　　　　　　　青木 裕子氏
　　　　　　　（現軽井沢図書館長・元NHKアナウンサー）
　　　　　　●草笛演奏
　　　　　　　小林 政利氏（小諸草笛会会長）
［祝 賀 会］　午後4時～5時30分
　　　　　　場所：音羽（鶴巻）
　　　　　　会費：5,000円 ※10月15日㈪までに申し込み。
問い合わせ先　市立藤村記念館（22）1130

第16回 軽井沢町男女共同参画フォーラム
―うごきだそう　とびこえよう　さあ！その先の未来へ　軽井沢から―

日時　11月12日（月）　午前10時～11時50分
場所　軽井沢中央公民館　1階　講義室

講演会

演題　「次世代を担う若者たちのために」
講師　小林 りん氏（UWC ISAK JAPAN 代表）
講師プロフィール
　経団連からの金額奨学金をうけて、カナダの全寮制インターナショナルスクールに
留学した経験を持つ。 その原体験から、大学では開発経済を学び、前職では国連児
童基金（UNICEF）のプログラムオフィサーとしてフィリピンに駐在、ストリートチルド
レンの非公式教育に携わる。2014年に日本発の全寮制国際高校を軽井沢にて開校。
1998年　東京大学経済学部卒
2005年　スタンフォード大学教育学修士
2017年　イエール大学「グリーンバーグ・ワールド・フェロー」

ミニ
コンサート

出演　
軽井沢ファミリー
オーケストラ
　入場無料　手話通訳を
行います。
　託児があります。希望
される方は10月26日（金）
までに予約してください。

問い合わせ先　男女共同参画フォーラム実行委員会（生涯学習課内）（ 45）8695

11月1日㈭　午後1時30分～
こもろプラザ「ステラホール」
※参加無料、先着120人

藤村記念館開館60周年行事
式典/企画（朗読）/祝賀会
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